
　当市では、健康で質の高い生活を過ごすためには、運動や食事などの生活習慣を見直す

こと、健診を受けて病気の早期発見・早期治療に心掛け、生活習慣病の発症予防や重症化

を未然に防ぎ健康に配慮した生活が大切であるという観点から、健康づくりに取り組むと

ポイントが貯まる事業を実施している。「歩いて、測って、ポイント貯めよう！ふじみん

元気・健康ポイント」と題し、ＩＣＴを活用した『元気・健康マイレージ事業』を平成28

年度から継続して実施している。多くの市民が健康的な生活習慣を実践する行動変容の

きっかけとなるよう、動機づけとなる健康マイレージの仕組みを取り入れた健康づくり事

業として、独自に実施してきている。本事業は、医療費の削減や健康寿命の延伸を図り、

元気・健康による好循環で持続可能なふじみ野市の実現に寄与することを目的としてい

る。

（1）参加者の募集（令和4年5月9日～6月10日）

【周知】年に1度の申込制で広報、ホームページへの掲載及びリーフレットの全戸配布を【参加対象者】市内在住の18歳以上（高校生を除く）【参加期間】3年間の自動継続

【参加者数】令和4年度新規310名（活動量計246人・スマホアプリ64人）

（2）ポイントの種類

【ウェルカムポイント】事業開始時に参加者にもれなく付与

【毎日ウオーキングポイント】各年齢・男女別に設定された歩数に応じて付与

【健康増進プログラム参加ポイント】指定の健康関連のイベントなどへの参加で付与

【からだしっかり観察ポイント】体組成計での測定や指定の健康診査等の受診で付与

【特別プログラム参加ポイント】指定の講演会やセミナー、トレーニング室利用などで付

与

（3）ポイントの交換方法

事業申込時に選択した方法（「商品券」または「寄附」）とポイント交換。

「商品券」「寄附」どちらの場合でも2ポイント＝1円として、1,000ポイント単位で交

換。年間5,000ポイントを上限とし、超えたポイントは翌年度に繰り越し。

（4）イベント等

①バーチャルウオーキングラリー（仮想散歩）「歩数イベント」

・「トルコ編」（4.18～7.18）、「宮本武蔵編」（9.1～11.30）

②コバトン健康マイレージ×オクトーバー・ラン＆ウオークコラボ事業参加

③健康セミナー「楽しく続けるウオーキングのコツ」（1.19、1.20開催予定）

2　事業概要

令和４年度市町村における「健康長寿に係るイチオシ事業」

ふじみ野市市町村名

1　事業名(タイトル) ふじみ野市元気・健康マイレージ事業



コロナ禍で健康セミナー等の事業実施ができていないため、参加者の声を聞く機会を逸し

ているため、アンケート調査を実施した。

【対象者】平成28年度～令和元年度参加者3,964名（回答数1,907）

【アンケート実施期間】令和3年12月3日～令和4年1月31日

・運動習慣について、「ある」との回答が45％以上で「運動習慣の条件は満たさないが運

動はしている」の回答と合わせると80％以上なっている。

・マイレージ事業への参加をきっかけに、何か変化があったかについて、「健康意識に変

化があった」との回答が55％以上で「生活習慣に変化があった」の回答と合わせると

80％以上となっている。

自由記載欄にも行動変容が伺える記載が多数あり、動機づけとして一定の効果があったと

考えられる。

3　参加者数 備考

4　予算 備考

（2）特定健康診査受診者の医療費の変化

　令和3年度の医療費分析において、マイレージ事業参加者を特定健康診査受診者と未受

診者に区分し、令和3年1月～令和3年12月の12か月分の外来医療費を対象として比較し

た。

　なお、分析対象は、令和3年12月31日時点の年齢が特定健康診査受診対象年齢となる。

40歳以上74歳以下の参加者1,255名（H28年度：209名、H29年度：220名、H30年度：

359名、R1年度：218名、R2年度：116名、R3年度：133名）で、受診者846名、未受診者

409名とした。

　比較の結果、特定健康診査を受診している参加者の一人当たりの医療費が、未受診者よ

り43,147円少ないという結果が得られた。特定健診を受診することにより、自身の現状を

把握でき、早期に対策できることがその差に繋がっていることが推察される。

（3）アンケート調査

（1）生活習慣病予防の効果

　マイレージ事業参加者に活動量計及びスマホアプリを活用した歩数の見える化と更には

その歩数ポイント及び特定健診等の健診ポイントや市が指定する健康増進プログラムポイ

ント等、様々な健康づくりに対するポイントを付与することで、生活習慣病予防のための

行動変容につながるよう積極的に事業展開を図った。

　コロナ禍でも楽しめるバーチャルウオーキングラリーの複数回実施や、埼玉県のコバト

ン健康マイレージ事業のコラボ事業に市を挙げて参加するなど、参加者が意識的に日々の

ウオーキングに励めるよう積極的に行った。また、1月にはコロナ禍でセミナー等の開催

を見合わせていたR2～R4年度新規参加者を対象者に効果的に正しく歩行が継続して実施

できるよう「楽しく続けるウオーキングのコツ」をテーマにセミナーを開催予定。

5　事業効果 等
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7　写真・グラフ 等

6　その他（課題等）

　当市の元気・健康マイレージ事業の最大の特徴は、参加者のモチベーションを維持・向

上するため、インセンティブとしてポイントを定められた交換率により、参加者全員へ還

元（商品券または寄附）しているところである。

　現在、5,110人（令和4年11月17日現在）が参加しており、来年度も参加者を募集して

いくことを予定しているが、継続して募集する上で参加者数の増加に向けて、自治組織や

自主グループなど地域を巻き込んだ取り組みが必要となる。医療費を削減していくこと

で、社会保障費を抑制していく目標を維持しながら、この事業にかかる財政負担が大きい

ことも踏まえ、さらなる当該事業の工夫と費用対効果の検証が求められる。また、ポイン

ト付与期間（新規参加から3年間）終了後の継続参加者のモチベーション維持・向上に向

けた取り組みが今後の課題である。

健康セミナーチラシ 【特定健診受診者と未受診者の医療費分析

②参加年度別

一人あたり医療


